




























































































































































































られる。天明 5年、太兵衛は 75 歳にして開削工事の責任者に命じられた。土地の接収に対する農民の抵抗や























































手結・片句の 4地区（明治 22 年にこれらが恵曇村となる）合わせて 503 戸のうち、「魚売渡世」の世帯が 47
































































































書された冊子には、古浦の隣保ごとに 20 歳以上の全行商人の名前が列記されており、昭和 17 年度は 13 班















　名簿は、昭和 35 年度でいったん途切れたのち、昭和 42 年度から再び記載が始まって、昭和 51 年度まで続
く（昭和 52 年に、江角と古浦それぞれの魚商人たちを統合して、恵曇漁協婦人部が誕生する）。隣保の数も





































たため、さらに性能のよいものに切り替えた」という逸話があり、昭和 3（1928）年 11 月に松江警察署長宛
に提出された「湖海船渡受業許可申請書」の内容も掲載されている（『恵曇の今昔』にも同様の記載があるので、
以下に合わせて参照する）。




行　先 客　賃 魚類賃 米 其他
江角～松江 弐拾銭 拾弐銭 拾銭 拾銭
江角～揖屋 参拾五銭 弐拾銭 拾五銭 拾銭














































728 戸、人口 3,928 人であり、半農半漁とはいえ耕作者 578 戸の一戸あたりの耕作面積は 1反 7畝 15 歩と、農
業だけでは到底生計を立てることができないと述べられている。また旧来女性による行商が盛んで、当時はお
よそ 300 人がこれに従事していたこともあわせて記されている。
　昭和 27（1952）年、この地に路線バスを走らせていた一畑電鉄が、大人数の輸送にかなった約 70 人乗りの
トレーラーバスを導入した。同社では、昭和 25 年から広島線の夜行便にこれを使っていたが、恵曇線にも導
入したのは、それだけこの地域での需要が高かったことを示している。大型のため道路交通に支障をきたすと






































































































































































　長年のつきあいで、得意先の子どもが海水浴にやって来たり、10 月 1 日のシオカキ（海草取り）に来たりと、
親戚のような交流が生まれることもあった。このように、魚商人と得意先との間には、商売を超えたさまざま
な結びつきが存在していたのである。
94
　かつて 300 人以上の女性が従事したという魚の行商だが、売り手も買い手もともに年をとるなどして、近年
では自動車で得意先を回る人をわずかに残すばかりとなった。
　恵曇の発展の礎となった佐陀川も、宍道湖の放水路としての役割を保ちながらその姿を留めてはいるが、水
運の幹線だったかつての面影はない。
　だが、この地域に住む人たちの心には、佐陀川を行きかう船便と、魚を担ってそれに乗り込む魚商人の姿が
今なお深く刻まれており、記憶の糸をたどれば、それが生き生きと思い出される。
　行商体験者からお話をうかがうなかで、とりわけ印象に残ったのは、魚商人それぞれが各自の財産ともいう
べき確たる得意先を持っており、その土地なりのルールでそれが守り伝えられてきたという事実である。モノ
を売る側が得意先を大切にするのはもちろんのことだが、これを迎え入れる買い手の側も、決まった魚商人以
外から買うことはしない。物の売り買いとは、単なる金銭の受け渡しではなく、別の価値基準が潜在している
ことを、ここから知ることができる。
　さらには、売り手と買い手とが必ずしも一方向ではないことも興味深い。魚を売りに行った行商人が、得意
先の町の商店で買い物をしたり、農家で魚と米とを交換したりする。貨幣経済を基盤としながらも、そこには
互いの不足を補うという交易の原点が垣間見えるのである。また、城下町の歴史を持つ松江のさまざまな文化
が、魚商人によって恵曇へと持ち込まれたことも忘れてはならない。お茶の嗜みや、文芸、料理屋など、洗練
された松江の都市文化が流入することで、恵曇の港町に活気と繁栄がもたらされた。加えて、女性である魚商
人の稼ぎは子どもの教育へと注がれる場合も多く、この地域の高等学校への進学率は比較的高かったとされる。
この教育水準の上昇が、ひいては地域の経済発展を招いたと考えれば、魚商人の女性たちが果たした役割は計
り知れない。
　行商や市への出店など、個人単位で行われる小規模な商売は、余剰生産物を片手間に売り歩く副業といった
イメージが強い。確かにそうした地域もあるが、恵曇における魚行商は、「魚商人」の呼び名が示すとおり、
地域を支える産業のひとつだった。塩田とささやかな網漁を拠り所としてきた寒村に、佐陀川というひとつの
水路が敷かれたことで、やがて山陰地方を代表する漁業基地にまで成長し、おびただしい数の行商人がここを
行き交った。元魚商人の稲村タダヨさん（1931 年生まれ）は、「この商売あってこそ、今がある」と語る。豊
かな海産物に恵まれながらも、自然災害や厳しい冬の気候に制約を受ける暮らしの中で、生きるために必要不
可欠だったのが、行商というなりわいであった。
　ところで、恵曇と同じ島根県北東部には、もう一か所、多数の女性の行商人を輩出したところがある。中海
の中心に位置する大根島（松江市八束町）である。現在は橋や堤防で陸続きとなっているが、かつては船で対
岸地域と行き来していた。ここは藩政期からの薬用人参の栽培地として知られているが、昭和の戦後になって、
新たな産業として花卉栽培が盛んになり、牡丹苗を主とする花の行商に大勢の島の女性が従事した。松江や米
子（鳥取県）といった近場に日帰り行商する人もいるが、多くは列車を使って全国各地に出かけ、何か月も帰
らずに商売をするという、他に類例のないほどの展開を見せた。
　恵曇と大根島という、奇しくも同じ出雲の沿海部、すなわち汽水域に、特筆すべき女性の行商人が生み出さ
れたことは、交易というなりわいの背景にある場所性のようなものを思わせる。時代をさかのぼれば、『出雲
国風土記』にも、宍道湖から中海、そして日本海へと通じるこの一帯の描写の中に、「是に捕らゆる大き小き
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を成す」と自然発生的な交易の始まりが記され
おわりに―魚商人が伝えるもの
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ている。水陸の接点は、古来、交易を生み出す要の場所となってきた。その場所に潜む遺伝子のようなものが、
時代を超えて受け継がれた先に、恵曇の魚商人や大根島の花売り行商人たちの活躍があるように思えてならな
い。
　恵曇でも、大根島でも、この地域では女性たちが「お茶ごと」と称して、じつによく集まる。誰かの家に菓
子や漬物などを持ち寄って、お茶を飲みながら談笑する。あるいは、行商人たちが集まる魚市場の片隅でも、
仕入れを終えて商売に出かけるまでのわずかな時間を、このお茶ごとにあてる。たわいない話の合間に、旬の
魚や相場などの情報交換もなされ、この時間が重要な意味をもっていることがわかる。
　かつての魚商人たちも、リヤカーが止めてある松江の合同汽船場で、しばらく談笑してから商売に出たとい
う。そこではおそらく、互いの得意先の確認や、魚の値段などの情報交換がなされたことだろう。
　商売であるからには、儲けることが必至だが、恵曇や大根島の行商人たちを見ていると、単純に個人の利益
を追求することのみが目的ではないことがわかる。売り手同士、あるいは売り手と買い手、互いが共に生きて
いくためのなりわいとして、この地の行商が存在してきたのである。
　恵曇と大根島は、交易が人にとってどのような意味をもつ行為であるのか、その原点を探るうえでさまざま
なことを教えてくれる場所である。今後もひきつづきこの地に足を運び、行商経験者の方たちの言葉を拾い上
げることを通して、汽水域が育む生活文化としての交易のあり方を考えていきたいと思う。
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